
























研究成果の概要（英文）：The effects of combined treatments with hyperthermia and 
anti-cancer drugs or radiation and anti-cancer drugs were investigated in vitro. 
Supra-additive or additive effects of multidisciplinary therapy were observed. Mechanisms 
of modification effects of multidisciplinary therapy may be the inhibition of sub-lethal 
damage repair by anti-cancer drugs, hyperthermia or radiotherapy. 
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(1) 44℃加温における V-79 細胞の温熱致死
感受性 T0 値は 7.25 分であった。44℃加温に
抗がん剤 MitomycinC(MMC)を同時に併用
すると T0 値は 5.75 分に短縮し、相加的効果
を上回る増感効果が認められた。44℃加温に
おける A549 細胞の温熱致死感受性 T0 値は
12 分であった。 44 ℃加温に抗がん剤
Amrubicinol(AMROH)を sequential に併用
することにより、生存率曲線における亜致死




T0 値は 23.7 時間であった。40℃加温に抗が







射線致死感受性 D0 値は 2.35Gy であった。
抗がん剤Amrubicin(AMR)で3時間処理後に
放射線を照射すると D0 値は 1.7Gy に短縮し
た。抗がん剤 AMROH で処理後に放射線照
射すると D0 値は 1.5Gy に短縮を認めた。ま






(3) マウス L 細胞株に抗がん剤 BLM で処理
するとアポトーシスの誘導は 5％以内であっ
た。また、抗がん剤 BLM と 40 度の温熱療法
を併用処理した場合、アポトーシス誘導の増
強は認められなかった。 






A549 細胞に MR と放射線療法の併用処理し
た場合のアポトーシス細胞の割合は、処理後
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